
グローバルな衛生課題の解決 

LIXILのグローバルな衛生課題の解決におけるインパクト算定 
2025年3月期 進捗報告 
対象期間：2024年4月～2025年3月 
 
LIXILは、2025年までに1億人の衛生環境を改善するという高い目標の達成に向け、継続して取り組
んでいます。2025年3月期は、家庭やコミュニティにおいて、新たに約1,400万人（トイレの改善：
1,320万人、手洗いの改善：80万人）の衛生環境の改善に貢献しました。これは、当期に83万台以
上の製品を出荷したことに加え、パートナーからの報告に基づいて製品の使用場所の定義を更新した
ことによるものです。これにより、累計で約944万台を46ヵ国に出荷し、約8,200万人の衛生環境
を改善しました。 

算定手法の概要 
2024年6月25日に公開した
「LIXIL のグローバルな衛生
課題の解決における インパ
クト算定・報告ガイドライ
ン」では、出荷台数と製品
の使用場所に基づいて算定
することを基本としてお
り、出荷台数に対して、標
準化された乗数、または入
手可能な場合はパートナー
から報告されたデータを適
用します。 

1.​ 部品の二重計上を避
けるため、出荷台数
を調整します。 

2.​ 使用場所に応じた乗数を適用します（例：国別の平均世帯人数、学校の場合は100人、医療
施設の場合は250人など）。 

3.​ 入手可能な場合は、パートナーから報告された実績データを優先します。使用場所が不明な
場合は、最も保守的な数値（例：国別の平均世帯人数）を適用します。 

4.​ 起こり得る損失、重複、製品の破損などを考慮し、最終的な推定値から5%を削減します。 

2025年3月期 累計実績 
 FYE2020 FYE2021 FYE2022 FYE2023 FYE2024 FYE2025 

総出荷量 1,167,583 1,253,025 1,374,839 1,014,973 1,122,571 834,271 

累積出荷量 3,845,405 5,098,430 6,473,269 7,488,242 8,610,813 9,445,084 

損失調整後のインパクト合計
値 10,536,366 9,944,121 14,308,140 4,671,283 7,508,755 13,997,420 

損失調整後のインパクト累積
値 [リーチ数] 31,494,196 41,438,317 55,746,457 60,417,740 67,926,496 81,923,916 
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LIXILの算定手法に基づき、インパクトを「手洗い」と「トイレ」のカテゴリー別に報告しており、
LIXIL全体の貢献人数に対する各カテゴリーの内訳も示しています。「手洗い」カテゴリーのインパ
クトは、手洗いステーション「SATO Tap」の販売または寄付によるものです。「トイレ」カテゴ
リーのインパクトは、「SATO Pan」や「SATO Stool」といったトイレ製品および「I-Trap」、「
V-Trap」などのコネクションシステムによるものです。また、一時的に高頻度に利用される公共施設
については、その特性を考慮し、2025年3月期の報告より新たにサブカテゴリーを設け、個別の項
目として開示することとしました。 
 

使用場所 手洗い トイレ 合計 

一般家庭 243,052 4,056,710 4,299,761 

一般家庭以外 610,430 1,709,935 2,320,365 

一時的・高頻度利用の公共施設 0 8,114,000 8,114,000 

合計 853,482 13,880,645 14,734,127 

損失調整後のインパクト合計値  [リーチ数] 
(5% 損失) 810,807 13,186,613 13,997,420 

累積実績の算出 

2024年6月に改定した算定手法では、累計実績の算出においてパートナーから報告されたデータを
反映しています。2025年3月期のインパクトは、新規出荷量を算定するとともに、パートナーから
報告された最新データに基づき、過去の使用用途を再分類しました。インパクトの累計増加分(D)
は、2025年3月期の部品の二重計上を避けるために出荷台数を調整した調整後数量(A)を算定し、過
年度の使用用途に関するパートナー報告による調整分(B)を合算することで算出します。例として、
下表の(B)の欄に示す通り、パートナーからの報告により、これまで一般家庭向けとして分類されて
いた8,675台が、実際にはコミュニティおよび公共施設、医療機関、学校で使用されていたことが判
明しました。こうして算出されたインパクト算定対象の数量(C)を用いて、当社の評価手法に沿っ
て、損失調整を行った上で、報告対象となるインパクトの累計増加分(D)を算出します。 
 

使用場所 
FYE2025 

調整後数量 (A) 
過年度の使用用途 

調整分 (B) 
FYE2025 インパク

ト算定値 (C) 
FYE2025インパク
ト累計増加分 (D) 

一般家庭 (または不明) 796,085 -8,675 787,410 4,299,761 

コミュニティ・公共施設 500 17 517 51,815 

一時的・高頻度利用の公共施設 2,050 6,064 8,114 8,114,000 

難民キャンプ 8,000 0 8,000 1,200,000 

医療施設 0 44 44 11,000 

学校 9,142 2,550 11,692 1,057,550 

サンプル / デモ 515 0 515 0 

合計 816,292 0 816,292 14,734,127 

損失調整後のインパクト合計値  
[リーチ数] (5% 損失)   13,997,420 
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一時的・高頻度利用の公共施設に関する注記 
パートナーからの報告を受け、コミュニティや公共の場での衛生設備の使用事例に関する理解が深
まったことから、一時的かつ高頻度に利用される公共施設のインパクトを算定するため、新たなカテ
ゴリーを設けました。これは、大規模な宗教的集会や災害対応に伴う設置、その他、利用者が頻繁に
入れ替わる公共スペースでの「30日以上」の設置によって生じたインパクトなどが含まれます。現
行の算定手法では、実際の使用状況に関するデータがない場合は一般的な使用パターンを反映し、コ
ミュニティまたは公共の場に設置されたトイレ1台あたり100人という標準的な乗数を用いていま
す。しかし、2025年3月期において、一般的なコミュニティや公共のトイレの使用例に比べ、利用
者が大幅に多い事例があることがパートナーの報告によって判明しました。 
 
具体例として、20221年に販売されたSATO製品が、2025年初頭に数億人の巡礼者が訪れたヒン
ドゥー教の祭典「クンブ・メーラ」の公共トイレとして使用されたことがインドのパートナーから報
告されました。パートナーとの共同調査に基づき、45日間の開催期間中に設置されたトイレ1台あた
りの実利用者は約1,000人であったと推定しました。これは、1日あたり平均22人強の実利用者に相
当します（実利用者1,000人 ÷ 45日 = 1日あたりの実利用者22人）。この数値は、祭典期間中に適
切に運用された現場の衛生管理体制のもとで算定されたものであり、また、本祭典の非常に大きな規
模を考慮すると、妥当かつ保守的な推定値として採用しています。これは、当社の算定手法のステッ
プ3である「入手可能な場合は、パートナーから報告された実績データを優先する」という方針と合
致するものです。 
 
LIXILでは、祭典や被災地などに設置されるような、一時的かつ高頻度に利用される公共トイレは、
長年にわたる継続的な利用を目的とした一般的な家庭用や施設向けのトイレとは根本的に異なると捉
えています。家庭用トイレが長期間にわたって特定の利用者によって使用されることを想定している
のに対し、イベントや緊急時に設置される公共トイレは、短期間で多くの人々に利用される、その地
域で利用可能な「唯一の衛生設備」となることも少なくありません。透明性を維持し、長期的なイン
パクトの過大評価を避けるため、LIXILの算定手法ではこうした事例を明確に区別して算出していま
す。2025年3月期までに衛生環境の改善に貢献した累計8,200万人のうち、約800万人が、これらの
一時的に高頻度に利用される公共施設によるものです。 

間接的インパクトの算定 
LIXILは、ガイドラインで示している通り、水と衛生の分野で幅広く貢献する機会を有しています。
2024年には、国際連合児童基金（ユニセフ）とのMAKE A SPLASH!パートナーシップを通じ、新た
に350万人の衛生環境の改善に貢献しました。これにより、ユニセフとの協働によるインパクトの累
計は、ユニセフのガイドラインと算定手法に基づく直接的および間接的なインパクトを含め、約
1,630万人に達しました。直接的なインパクトとは、MAKE A SPLASH!が資金を提供する市場ベー
スのアプローチに基づき、活動対象地域でのSATO製品をはじめとするトイレまたは手洗い設備の直
接的な販売・提供によって達成される成果を指します。間接的なインパクトは、例えば、地域の保健
ボランティアの能力開発や、低所得者層向けの少額融資の促進をはじめ、活動強化に向けたシステム
を通じて達成される成果です。2018年から2024年までのユニセフとのパートナーシップによる間接
的なインパクトは、620万人と推定されます。直接的・間接的なインパクトの詳細を含むMaS! パー

1 2024年6月に公表した「LIXIL のグローバルな衛生課題の解決における インパクト算定・報告ガイドライン」では、販売台数の修正は
前年度分のみを対象としていました。しかし、パートナーからの報告が適時に得られない場合があることや、製品がもたらす真のイ

ンパクトを経年でより正確に把握するため、インパクトの修正対象を過去3年度分に拡大します。 
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トナーシップについては、「MAKE A SPLASH! パートナーシップ進捗報告書2024-2025」をご覧
ください。 

今後の展望 
2025年末の目標達成期限が目前に迫る中、LIXILは引き続き、パートナーから提供されるデータを厳
格に精査し、当社のガイドラインとの整合性を確認していきます。現在進めている分析に基づき、次
回の報告ではパートナーからの情報をさらに活用し、少なくとも以下の3つの分野において報告の精
度を向上させる予定です。 
1.  リーチした国：製品が設置または最終的に販売された場所に基づき報告します。 
2.  使用場所に応じた乗数の追加調整：特に人道支援の事例など一時的に高頻度に利用される公共施
設について調整します。 
3.  直接的な支援によるインパクトの追加：ユニセフとのMAKE A SPLASH!パートナーシップからも
たらされるインパクトについて、2024年以降の成果報告の詳細化に基づき反映します。 
 
LIXILは引き続き、製品の提供範囲の拡大、報告システムの改善、そして長期的な価値をもたらす市
場ベースの衛生ソリューションの推進に注力していきます。 

別添1：数量およびインパクト調整の詳細（2025年3月期末時点） 

 FYE2020 FYE2021 FYE2022 FYE2023 FYE2024 FYE2025 

総出荷量 1,167,583 1,253,025 1,374,839 1,014,973 1,122,571 834,271 

累積出荷量 3,845,405 5,098,430 6,473,269 7,488,242 8,610,813 9,445,084 

累積インパクト報告値 31,494,196 41,438,317 55,746,457 60,417,740 67,926,496 81,923,916 

インパクト算出のための数量調整：二重計上・同梱品の除外［単位：台］ 

I トラップシステム、V トラップシ
ステムの二重計上（SATO Pan、Stool と
一緒に販売されている場合は除外） -51,024 -28,132 0 -33,985 -31,816 -8,037 

その他の構成部品（フットレスト、
アダプター、コレクションボック
ス） -138,725 -109,723 -45,313 -72,782 -36,187 -9,942 

インパクト算出のための調整後数量 977,834 1,115,170 1,329,526 908,206 1,054,568 816,292 

インパクト算出のための数量調整：製品が使用されている場所［単位：台］ 

一般家庭 (または不明) 861,374 1,268,310 1,037,678 904,942 1,031,658 787,410 

コミュニティ向け公共トイレ 0 0 0 0 0 517 

一時的・高頻度利用の公共施設 0 0 0 0 0 8,114 

難民キャンプ 0 2,421 2,300 0 0 8,000 

医療施設 0 522 0 0 0 44 

学校 64,000 5,772 90,000 0 22,260 11,692 

サンプル / デモ 0 0 0 0 0 515 

インパクト補正値 [単位：リーチ数］ 

一般家庭 (または不明) 4,690,912 8,486,796 5,716,200 4,917,140 5,677,953 4,299,761 

コミュニティ向け公共トイレ 0 0 0 0 0 51,815 

一時的・高頻度利用の公共施設 0 0 0 0 0 8,114,000 
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難民キャンプ 0 121,050 345,000 0 2,226,000 1,200,000 

医療施設 0 1,305,000 0 0 0 11,000 

学校 6,400,000 554,650 9,000,000 0 0 1,057,550 

サンプル / デモ 0 0 0 0 0 0 

補正後のインパクト合計値 11,090,912 10,467,496 15,061,200 4,917,140 7,903,953 14,734,127 

補正後のインパクト累積値 33,151,785 43,619,281 58,680,481 63,597,621 71,501,574 86,235,701 

5% 損失 -554,546 -523,375 -753,060 -245,857 -395,198 -736,706 

損失調整後のインパクト合計値 10,536,366 9,944,121 14,308,140 4,671,283 7,508,755 13,997,420 

損失調整後のインパクト累積値​
[単位： リーチ数］ 31,494,196 41,438,317 55,746,457 60,417,740 67,926,496 81,923,916 

 

別添2：SATO製品出荷国（2025年3月31日時点） 

アフリカ (28ヵ国) 

ベナン、ブルキナファソ、カメルーン、コモロ、コートジボワール、ジブチ、コンゴ民主共和国、エチオピア、
ガーナ、ギニアビサウ、ケニア、リベリア、マダガスカル、マラウイ、マリ、モーリタニア、モザンビーク、ニ
ジェール、ナイジェリア、ルワンダ、セネガル、シエラレオネ、ソマリア、南アフリカ、タンザニア、トーゴ、
ウガンダ、ザンビア 

アメリカ (6ヵ国) 

ベリーズ、ボリビア、ブラジル、ハイチ、ペルー、アメリカ合衆国 

アジア (12ヵ国) 

バングラデシュ、ブータン、カンボジア、フィジー、インド、インドネシア、ミャンマー、ネパール、パプア
ニューギニア、フィリピン、タジキスタン、ベトナム 

合計: 46ヵ国 

 

注：展示や調査を目的としてSATO製品が出荷された以下の国は、使用を目的としたものではないため、インパ
クトの実績には含まれていません：日本、オランダ、スウェーデン、スイス、ウクライナ、英国、ウズベキスタ
ン（7ヵ国） 
 

お問い合わせ先：LIXILのインパクト算定・報告ガイドラインおよび進捗状況に関するご質問やご不
明な点につきましては、pr_global@lixil.comまでお問い合わせください。なお、本ガイドラインは
英語版が正本で、日本語版は参考訳として作成されています。 
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